
1992年出上の木簡

群
馬
。安
養
寺
森
西
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
新
田
郡
尾
島
町
安
養
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
ω
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
飯
田
陽

一
。
関
根
慎
二

・
樋
口
伸
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
畑
跡
ほ
か

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
一ハ
世
紀
ぞ

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
養
寺
森
西
遺
跡
は
東
武
伊
勢
崎
線
太
田
駅
の
南
西
約
八
節
、
東
流
す
る
利

根
川
左
岸
の
畑
作
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
付
近
の
地
質
お
よ
び
地
形
は
、

台
地
形
成
層
の
上
に
利
根
川
の

氾
濫
堆
積
物
が
厚
く
覆
い
、
自

然
堤
防
に
似
た
低
台
地
と
な
っ

て
い
る
。
付
近
の
標
高
は
三
三

ｍ
前
後
で
あ
る
。

遺
跡

の
調
査
は
上
武
道
路

（国
道
一
七
号
線
バ
イ
パ
ス
）
建
設

に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
尾
島
町

内
で
は

一
九
八
五
年
か
ら

一
九

八
八
年
ま
で
、
延
長
約

一
・
三
色
の
範
囲
の
全
域
で
断
続
的
に
行
な
わ
れ
た
。

現
状
は
道
路
と
な
り
、
遺
跡
は
湮
滅
し
て
い
る
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
時
代

。
種
類
と
も
に
多
岐
に
わ
た
る
が
、
主
な
も
の
は

古
墳
時
代
の
畑
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
集
落
、
中
世
館
跡
お
よ
び
中
近
世
の
井

戸
群
な
ど
で
あ
る
。

井
戸
は
総
数

一
三
基
で
、
こ
の
う
ち
木
製
品
が
出
土
し
た
の
は
一
九
世
紀
前

半
の
井
戸
で
あ
る
。
「蘇
民
将
来
」
の
護
符
の
ほ
か
、
櫛
、
漆
塗
椀
、
曲
物
、

井
桁
、
果
核
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
肥
前
系
磁
器
が
多
量
に
共
伴
し
て
お
り
、

こ
れ
を
年
代
推
定
の
根
拠
と
し
た
。

一
九
九
三
年
度
の
後
半
よ
り
整
理
作
業
に
着
手
し
、
翌
年
度
に
報
告
書
刊
行

の
予
定
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容
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②
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名
之
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」
　
　

　
　

　
　

　

。
「
之
子
」

名
孫
也
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。
「
孫
也
」
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「

ソ
　
　
」

「
み
ん
　
」

「
士
心
わ
よ
つ
」

「
卜
り
い

　

」

「
　

，υ　
　
　
」

「
そ
ん
　
」

「
　
同国
　
　
　
」

「
　
日
口
　
　
　
」

中
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ヽ
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「
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「
ラ
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」

「
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「
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「
ソ

ン
　

」

「
ナ
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」

い
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「
　
日］
　
　
　
」

「
　
同国
　
　
　
」

「
　
膨何
　
　
　
」

「
　
立不
　
　
　
」

「
　
↓乙
　
　
　
」

「
　
ヱ！
　
　
　
」

「
ソ
ロ

」

「
ナ
リ
　
」
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六
点
の
護
符
が
同

一
の
井
戸
の
下
層
か
ら

一
括
出
上
し
た
。
す
べ
て
材
の
中

心
を
使
用
し
て
い
る
。
①
②
は
四
角
柱
、
③
を
０
は
八
角
柱
で
い
ず
れ
も
上
辺

を
尖
ら
せ
て
い
る
。
①
を
⑤
は
中
央
に
貫
通
し
た
孔
が
あ
り
、
棒
状
具
を
装
着

し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
上
下
両
面
を
除
き
周
囲
の
全
て
の
面
に
墨
書
が
あ

る
。
墨
痕
は
比
較
的
鮮
明
で
あ

っ
た
が
、
出
土
後
の
退
色
も
あ
り
判
読
は
赤
外

線
写
真
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

９
　
関
係
文
献

働
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
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